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成 果 の 概 要 

講演題目「中性子星の構造による f(R)重力理論の推定」 

 

＜発表概要＞ 

近年の宇宙の加速膨張の観測により修正重力理論が盛んに研究され

ている。特に f(R)=R+αR2は初期宇宙のインフレーションのモデルと

して最新の Planck 衛星の観測とも整合的である。一方、中性子星は

宇宙で最も極限環境の天体であり、近年の重力波観測でさらに注目さ

れるようになった。2010 年からシャピロ遅延という方法でより精密

な質量測定が行われるようになった。また、NICER という観測器を

用いて、中性子星の半径が 2 つのチームによって独立にシミュレーシ

ョンされ、矛盾のない結果を得ている。これらの観測は中性子星内部

の構造への理解を意味する。 

そこで、中性子星の観測可能な実態をもつ極限天体としての特徴に

注目し、修正重力理論の検証することを目的とする。本研究では、

f(R)=R+αh(R)重力理論に基づいて修正された TOV 方程式を現実的

な状態方程式を用いて解析し、中性子星の最大質量をシミュレーショ

ンする。その結果、2022 年に観測されたブラックウィドウパルサーと

GW190814 の観測によって得られたコンパクト星の質量をもとに修

正 TOV 方程式の修正パラメータを示した。 

 


